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作物 と し て 導入 し た ハ ネ ギ を 2�3 か 月 ご と に 播種 し て

周年栽培 し て い る 。 こ の 地帯 は ， 約 200 ha の畑作 ・ 果樹

地帯で， 施設 25 ha と 露地 5 ha に ハ ネ ギが栽培 さ れて い

る 。 施設栽培の ビ ニ ー ルハ ウ ス は 間 口 3�5 . 4 m で， 春 か

ら 秋 に は灰 よ け の た め 屋根だ け ビ ニ ル被覆 し た 屋根か け

ハ ウ ス で， 一部 は 露地栽培が周年み ら れ る 。

成虫 は ， 水盤式性 フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プ を 用 い ， フ ェ ロ

モ ン は 1 カ 月 ご と に 交換 し ， 1 週間 ご と の 誘殺虫 数 を 調

べた。 成虫の誘殺 は ， 5 月 下旬 か ら 始 ま り ， 7 月 �9 月 に

多 く ， 最高の誘殺虫数がみ ら れた の は 8 月 下旬 で あ り ，

そ の後， 12 月 ま で少 し ずつ 誘殺 さ れ た 。

産卵数， 幼虫数及 び被害株率の 調査 は ， 屋根掛 け ハ ウ

ス を 中心 に ， 一定面積当 た り の 個体数 を 見取 り 法 に よ り

調べた。 本種 に は ， 幼苗期 の 草丈 の 低 い ハ ネ ギ に 多 く 産

卵す る 傾向がみ ら れ， ま た ， 卵 を み つ け や す い こ と か ら ，

産卵調査 は成虫， 幼虫及 び被害の 定期調査 と は別 に ， 草

丈が 15 cm 以下の ハ ネ ギ で 7 月 �9 月 に 実施 し た 。 こ の

結果， 産卵数の ピ ー ク は 7 月 �l l 月 の 聞 に 4�5 回 み ら

れ， 7 月 中旬 の ピ ー ク が最 も 高か っ た 。 幼虫数 と 被害株率

も 産卵数 と ほ ぼ同 様 に 7 月 か ら 10 月 上句 ま で発 生 が 多

く み ら れ， そ の 間両者 は ほ ぼ並行 し て 推移 し ， 4 回 の 山 が
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シ ロ イ チ モ ジ ヨ ト ウ は鹿児島 県桜島 で火 山 灰対策用 に

灰 ・ 雨 よ け栽培 さ れた ハ ネ ギで 1983 年頃か ら 発生が顕著

に な り ， ご く 近年顕在化 し た 害虫 で あ る 。 そ の後， 高知
県， 大分県 な ど の ネ ギ産地 を 中心 に 西 日 本へ と 被害が拡

大 し て お り ， 現在で は ネ ギ類の他， キ ヌ サ ヤ エ ン ド ウ ，

シ ユ ッ コ ン カ ス ミ ソ ウ ， カ ー ネ ー シ ョ ン な どでの被害が

各地で問題 と な っ て い る 。 本積の生態 に つ い て は， 堀切

(1986) ， 高井 ( 1988 a) ， 若村 (1988) ， 高井 (1989) な ど

多 く の報告が あ る 。

防除 に 関 し て は ， 本種が薬剤 に 対 し て 感受性が低 い こ

と な どか ら ， 有効薬剤 も 少 な い (堀切， 1986 : 高井， 1988 

b : 北 内 ら ， 1991 ) 。 そ こ で， 本種 に対す る 防除法 は性 フ

ェ ロ モ ン剤 に よ る 防除が主 と な り ， 多 く の 試験が実施 さ

れ交信撹乱法 に よ る 効果 が報告 さ れ て い る (WAKAMURA

et al.， 1989 : 高井 ら ， 1990 : 吉 田 ， 1991) 。

本種の 防除 に は ， こ の ほ か， 耕種的防除法や物理的防

除法， さ ら に 生物的防除法 な ど多 方面か ら 検討 し て い く

こ と が必要 と 考 え ら れ る 。

シ ロ イ チ モ ジ ヨ ト ウ の 寄生性天敵 に つ い て は ， 我が国

では北内 (1990) ， 田 中 ら ( 1991) ， KUSIGEMATI and TANAKA 

(1992) ， 横山 ら ( 1992) の 報告 が あ り ， 12 種の一次寄生

者 と 2 種の 二次寄生蜂が報告 さ れて い る 。

我々 は ， 本種の 防除法 を検討す る に 当 た り 発生生態 に

つ い て の研究 を進め る な かで， 天敵類の働 き に つ い て 調

査 を 実施 し て き た 。 こ こ で は ， 鹿児島郡桜島町の ハ ネ ギ

周年栽培地帯で実施 し て い る シ ロ イ チ モ ジ ヨ ト ウ の発生

生態調査の な か か ら ， 寄 主 の 発生消長 と 1990 年�1991

年 に 得 ら れた 寄生性天敵の種類や寄生率の 消長 に つ い て

田 中 ら ( 1991) ， 横山 ら (1992) の 報告 を も と に若干の考

察 を加 え な が ら そ の概要 を 紹介 し ， 参考 に供 し た い 。

めじは

被害株
シ ロ イ チ モ ジ ヨ ト ウ の発生消長 (1990 年

だ け を 紹介す る ) (図-1) 。

I 

シ ロ イ チ モ ジ ヨ ト ウ ( 各 ス テ ー ジ ) の発生消長 と そ

の幼虫 に よ る 被害株数の変動 ( 1990)

図 - 1
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桜島の こ の地帯で は ， 桜島の 噴火活動 に 伴 う 降灰対策

Parasitoids of the Beet Armyworm. Spodoptera 町忽ua

(HÜBNER) Infesting Welsh Onion. By Akira TANAKA and 
Kanetosi KUSIGEMATI 



80 植 物 防 疫 第47巻 第2号 (1993年)

み ら れた 。 幼虫 はハ ネ ギ の 葉身 の 内部 と 外部 に み ら れた

が， 内部の虫 は調査が困難 な た め ， こ こ で は便宜上， 葉

身外部でみ ら れ る も の を 中心 に 調査 し た 。 幼虫数 と 被害

株数の 変動 と は ， 図-1 に 示す と お り ほ ぼ一致 し て い た 。

E シ ロ イ チ モ ジ ヨ ト ウ の寄生性天敵

1 卵寄生録

1990 年の卵寄生蜂 は ， 7 月 �1 1 月 の 間， 1 週間 に 1 回，

産卵調査時 に 採取 し て 調査 し た 。 1 年 間 の 調査卵数 は 総

数 499 卵塊で， こ れ ら を 室温で保存 し ， 卵寄生蜂 を羽化

さ せ た 。

そ の 結果， 本種の卵塊か ら 3 種， す な わ ち ク ロ タ マ ゴ

パ チ 科の Telenomus sp. (= Scelionid sp. ， ズ イ ム シ ク ロ

タ マ ゴパチ T. d;忽ηus (GAHAN) に よ く 似 る ) と タ マ ゴ ヤ

ド リ コ パチ 科の Tri・'chogramma sp. A と T. sp. B が羽化

し た (表 ー 1) 。 卵寄生蜂 は 調 査 を 開 始 し た 7 月 19 日 に

Tri・'chogramma sp. B の 寄生 が 1 卵塊 み ら れ た も の の 8

月 下旬 に Telenomus sp. が み ら れ る ま で寄生 は 確認 さ れ

な か っ た 。 そ の後， 9 月 �11 月 初 め ま で Telenomus sp. 

は， ほ ぽ連続 し て 寄生がみ ら れ， 最高時 に は 82% の卵塊

寄生率 に 達 し た 。 卵寄生蜂の種類 は Telenomus sp.が ほ

と ん どで， Trichogramma sp.の A と B の 2 種が そ れぞ

れ 1 卵塊 と 2 卵塊か ら 羽化 し た だ け で あ っ た (表 2) 0 7 

月 �8 月 は寄主の産下卵塊数 は 多 か っ た に も か か わ ら ず

卵寄生蜂の寄生 は み ら れ な か っ た 。 こ の原因 は ， 夏期の

ハ ウ ス 内 の 高温 に よ る も の か， こ の 時期 は他の寄主への

寄生 に よ り 減少 し た も の か， わ か ら な か っ た 。

1991 年 は ， 311 卵塊 を 調査 し た が， Telenomus sp. が 3

表 - 1 鹿児島県桜島町 に お け る シ ロ イ チ モ ジ ヨ ト ウ の寄生性天敵の種類 と そ の生態

種 名
寄主及び寄主の 採集時期 寄生虫数 (調査虫数) 寄生率 (% )

文献・
ス テ ー ジ 1990 / 1991 1990 / 1991 1990/1991 

(一次寄生者) シ ロ イ チ モ ジ ヨ ト ウ

ク ロ タ マ ゴパ チ 科

① Telenomus sp." 。ßbl 8-10 月 9/25， 10/16 43 ( 499) 3{ 311 )  8 . 62 0 . 96 2 ， 10 ， 14 
タ マ ゴ ヤ ド リ コ パチ 科

② Trichogramma sp. A 。ßbl 10/8 1 {  499) 0 . 20 10 
③ Trichogramma sp. B 。ßbl 7/19， 9/17 10/16， 10/23 2 { 499) 2( 311)  0 . 40 0 . 64 10 ， 14 

ヒ メ パチ 科

④ Campoletis chlorideae 幼虫 6-12 月 5-12 月 50 (2151) 91 ( 1718) 2 . 32 5 . 30 2 ， 5 ， 10 ， 14 
タ バ コ ア オ ム シ ヤ ド リ ノ fチ

⑤ Charops bico伽 幼虫 7/3 0 (2151) 1 ( 1718) 1 0 0 . 06 5 ， 14 
ホ ウ ネ ン タ ワ ラ チ ピ ア メ ノ Tチ

⑥ Trathala flavoorbitalis 幼虫 8/7 0 (2151) 1 ( 1718) 1 0 0 . 06 5 ， 14 

キ ベ リ チ ピ ア メ パ チ

コ マ ユパ チ 科

⑦ Bracon sp， 幼虫al 10/15 9/10 1 (2081) 3 ( 1718) 0 . 05 0 . 17 10 ， 14 
⑧ Meteorus 仰lヒhricornis 幼虫 8/7 7/3 1 (2081)  1 ( 1718) 0 . 05 0 . 06 2 ， 10 ， 14 

ギ ン ケ ハ ラ ポ ソ コ マ ユパ チ
⑨ Microplitis sp 幼虫 7-12 月 6-9 月 23 (2081) 35 ( 1718) 1 . 11 2 . 04 5 ， 10 ， 14 

ヒ メ コ パ チ科

⑩ Euplectrus sp. "  幼虫al，白bl 10/2 1 { ー ) 10 

⑪ Eulophid sp. B 幼虫 7/10 1 { ー ) 10 
ヤ ド リ パ エ科
⑫ Carcelia (Senometopia) sp. 幼虫-婦 1/30 1 { ー ) 10 

(二次寄生鱒)
ヒ メ パ チ 科 C. chlo円!deae
① Mesochonι discitergus 繭 5/22 O (  50) 2 ( 95) 1 0 2 . 11 5 ， 14 

Microplitis sp. 
① M. dおcite沼山 繭 8/7 O ( 23) 1{ 36) 1 0 2 . 78 5 ， 14 

カ タ ビ ロ コ パ チ手ヰ C. chlorideae 
② Eurytoma sp. 繭 5/29 O( 50) 2 ( 95) 1 0 2 . 11 14 

a) 外部寄生 : b) 多寄生 * 数字 は 引 用 文献番号 を示す * * ①の種 は 引 用 文献 2， 10 及 び 14 の Scelionid sp. と 同種， ⑩の種は

引用文献 10 の Eulophid sp. A と 同種.

一一一 32 一一一
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表 - 2 シ ロ イ チ モ ジ ヨ ト ウ 卵塊への卵寄生婦の寄生状況 ( 1990)

調査月 日 調 査 未ふ化卵塊数 ふ化卵涜数 卵寄生虫幸の羽化卵塊数 (率) 卵寄生蜂の
( 月 / 日 ) 卵塊数 (一部卵) (全卵) (全卵) Telenomus sp. I Trichogramn昭 sp 寄生率 (% )

7/17 130 35 10 84 。 1 (  0 . 8) 同 。 . 8
24 59 4 l 54 。 。 。
31 33 1 1  4 18 。 。 。

8/ 7 58 6 2 50 。 。 。
13 32 4 2 26 。 。 。
2 1  16 4 5 7 。 。 。
27 36 2 3 30 1 (  2 . 8) 。 2 . 8  

9 /  4 10 4 。 6 。 。 。

10 19 。 2 16 1 (  5 . 3) 。 5 . 3  
18 48 。 5 (0) ・ 33 9 ( 18 . 8) 1 (  2 . 1) b) 20 . 9  

25 27 2 (0) 1 1 (7) 4 10 (37 . 0) 。 63 . 0  
10/ 2 1 1  。 2 (0) 。 9 (81 . 8) 。 81 . 8  

8 6 2 (0) 。 l 2 (33 . 3) 1 ( 16 . 7) 的 50 . 0  
15 2 。 2 (1 )  。 。 。 50 . 0  
22 l 。 。 1 。 。 。
30 4 。 1 (1 )  2 1 (25 . 5) 。 50 . 0  

11/ 6 4 。 。 3 1 (25 . 5) 。 25 . 5  

21  1 。 。 l 。 。 。

a) Trichogramrna sp. A 

b) Trichogramrna sp. B 
・ 未 ふ化卵塊の う ち 寄生が確認 さ れた卵塊数 ( 9 月 18 日 以降調査)

卵塊， Trichogramma sp. B が 2 卵塊 に 寄生 し て い た だ

け で あ っ た (表ー1， 2) 。 寄生率 は 2 年間の調査結果 で は

時期 ・ 量 と も 著 し く 異 な っ た 結果が得 ら れ， 年 に よ る 変

動が大 き い も の と 思わ れた 。

2 幼虫寄生性天敵

幼虫寄生性天敵調査 は ， 1990， 1991 年 と も ， 5 月 �12

月 の 問， 1 週間 に 1 回行 っ た 。 前記の発生消長調査時 に 採

取 し た 幼虫 は室温下で人工飼料 を 与 え て 個体飼育 し ， 寄

主幼虫 の 踊化 と 天敵 を 羽化 さ せ た 。

そ の結果， 1990 年 は 幼虫寄生蜂 と し て ヒ メ パ チ科の タ

ノ T コ ア オ ム シ ヤ ド リ ノ T チ Campoletis chlorideae， コ マ ユ

パ チ 科 の ギ ン ケ ハ ラ ポ ソ コ マ ユ パ チ Meteorns ρul­

chricornis， Bracon sp.， Microplitis sp.， ヒ メ コ ノ て チ 科

の EuPlectrns sp. (= Eulophid sp. A) ， Eulophid sp. B 

と ， 幼虫一煽寄生 の ヤ ド リ ノ fエ科の Carcelia sp.の寄生が

確認 さ れた 。 1991 年の調査結果か ら ， こ の 年 に 新 し く 追

加 さ れた種類 は ヒ メ パ チ 科の ホ ウ ネ ン ダ ワ ラ チ ビ ア メ パ

チ Charops bicolor と キ ベ リ チ ビ ア メ パ チ Trathala

jlavoorbitalis の 2 種で あ っ た 。 さ ら に ， 二次寄生蜂 と し

て ， ヒ メ パ チ 科の Mesochorns discitergus が タ ノ T コ ア オ

ム シ ヤ ド リ ノ f チ と Microρlitis sp.の ま ゆ か ら ， ま た ， カ タ

ビ ロ コ パチ科の Euη'toma sp.が， タ ノ T コ ア オ ム シ ヤ ド リ

パ チ の ま ゆ か ら 追加記録 さ れ た (表-1) 。

3 主要 2 種の寄生率の消長 と 性比

1990 年の調査 に よ り ， 幼虫寄生蜂の う ち 寄生率の比較

的高か っ た 内部単寄生蜂 2 種 に つ い て 寄生率の消長 を 示

す ( 図ー2) 。 タ バ コ ア オ ム シ ヤ ド リ パ チ は 若齢期の寄主 に

60 

タバコ アオム シヤドリバチ
一一一一 1991年
ーーーー 1990年

ょ二..>.-::x.':>ιー

.-.・-'ー、
10 月 1 1 月 12 月

図 - 2 シ ロ イ チ モ ジ ヨ ト ウ の 2 種の幼虫寄生賂の寄生率消

長 (1990， 1991 )  

産卵 し 中齢期 に脱出羽化 す る 種で， 寄主範囲 も 広 く 日 本

か ら は 8 種の 鱗麹 目 の寄主 が知 ら れて い る (KUSIGEMATI，

1987， そ の ほ か) 。 本種 は ， 6 月 と 10 月 下句�12 月 に か

け て 寄生がみ ら れ， 最高寄生率 は 17 . 4% に 達 し た が， 7 月

�9 月 の シ ロ イ チ モ ジ ヨ ト ウ の 発生 密度 が 高 い 時期 に

は ， ほ と ん ど寄生が み ら れ な か っ た 。 一方， Microρlitis sp. 

も 前種同様の寄生習性が あ り ， 寄主範囲 も 広 い よ う であ

る 。 本種 は 7 月 �8 月 と 10 月 �12 月 に 寄生が み ら れ， 最

一一一 33 一一一
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高寄生率 は 8 . 5% と 前種 よ り 低か っ た 。 1991 年の結果，

タ バ コ ア オ ム シ ヤ ド リ パチ は ， 5 月 �7 月 上句 と 9 月 下句

以 降 に 寄生が確認 さ れ， 5 月 下旬�6 月 上旬での寄生率が

高 く 約 50�60%であ っ た 。 Microplitis sp. は 6 月 �9 月 に

寄生が確認 さ れ， 最高寄生率 は 28 . 7% で あ っ た 。 寄生率

の 消 長 は 両種 と も 6 月 ま で は 1991 年が 1990 年 に比べ高

い傾向 を示 し た 。 し か し ， シ ロ イ チ モ ジ ヨ ト ウ 幼虫 の発

生が多 い 時期 (8 月 下旬�9 月 上旬) の寄生率 は 1990 年

同様明 ら か に 低率であ っ た 。

本種の寄生率 を 左右す る 原因 と し て 次の こ と が考 え ら

れ る 。 全体的 に 寄生率が高 く な ら な い原因 と し て ， 寄主

幼虫が特 に 若齢期 に は ハ ネ ギの葉身内 に食入 し ， 薬身内

で加害す る 時聞が長 い こ と が考 え ら れ る 。 今回， 寄生が

確認 さ れた 種類 は ， 若齢期 を産卵対象 と し て い る 幼虫寄

生性天敵であ り ， し た が っ て 寄主 と 接触す る 機会が少 な

く な る た め で あ ろ う 。 さ ら に ， 夏期 に 寄生率が低か っ た

の は ， ハ ウ ス 内 が高温 に な る こ と も 一因 と な り ， ま た ，

こ の 地帯 は 夏期 に 火 山 灰が多 く 降 る こ と か ら ， 火山灰の

影響 も あ る の で は な い か と 考 え ら れた 。

野外か ら 採集 し た シ ロ イ チ モ ジ ヨ ト ウ の幼虫 よ り 羽化

し た 幼虫寄生蜂 2 種の性比 は ， タ バ コ ア オ ム シ ヤ ド リ パ

チ で は， 雌が 54% と 雌雄 ほ ぽ同率であ り ， Microplitis sp. 

で は雌が 78% で雌の比率がか な り 高か っ た (表ー3) 。

お わ り に

シ ロ イ チ モ ジ ヨ ト ウ の加害作物 は 多 い が， こ こ で は ネ

ギ に 生息す る 本種の寄生性天敵 に つ い て 調査 し た 。 ネ ギ

以外の作物 に お け る 寄生性天敵の そ の種類 ・ 寄生率な ど

を 調査 し ， 比較 ・ 検討 し て い く 必要があ る 。

今回， 記録 さ れた 寄生性天敵類 は積名 ま で同定 さ れた

種 は 少 な いが， 卵寄生蜂や タ バ コ ア オ ム シ ヤ ド リ パ チ な

ど ヒ メ パ チ 科及 び コ マ ユパチ科の こ れ ら の種類 は シ ロ イ

チ モ ジ ヨ ト ウ に 種特異的な天敵 と い う よ り ， 寄主範囲の

広 い寄生蜂 と い え る 。 こ れ ら の 天敵の寄生率 は ， こ れか

ら さ ら に 高 ま る こ と が予想 さ れ， ま た ， 周辺の作物での

表 - 3 野外か ら 採集 し た シ ロ イ チ モ ジ ヨ ト ウ の幼虫 よ り

羽化 し た 寄生燐 2 種の性比 ( 1990)

種 名 : タ バ コ ア オ ム シ ヤ ド リ ノ fチ

採集月 6 10 11 12 合計 (頭) 性比

♂ 5 5 6 5 2 1  0 . 46 

♀ 3 5 12 5 25 。 . 54

種 名 :

採集月 7 8 10 1 1  1 2  合計 (頭) 性比

♂ 1 2 l 。 。 4 0 . 22 

♀ 3 。 6 3 2 14 0 . 78 

シ ロ イ チ モ ジ ヨ ト ウ 以外の寄主の発生状況 に よ っ て 寄生

率が変化す る こ と も 考 え ら れ る 。

シ ロ イ チ モ ジ ヨ ト ウ は分布 を 拡大 し ， 発生量 も 急増 し

た 害虫 で あ る 。 本種の発生 は新 し く ， 発生後間 も な い こ

と か ら ， 天敵 と のバ ラ ン ス が ま だ成立 し て い な い こ と も

本種の発生被害の 多 い原因 と 考 え ら れ る 。

シ ロ イ チ モ ジ ヨ ト ウ の 多発生要因 と し て ， 本種が幼苗

期の草丈 の 低 い時期 に 多 く 産卵す る 習性や， 捕食性天敵

の関与， 薬剤防除 に よ る 影響 な ど も 関連 し て い る よ う で

あ り ， こ れ ら の調査 を 現在継続実施 し て い る 。
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